
令
和

六
年

度
診

療
報

酬
改
定

に
対

す
る

内内
保保

連連
基基

本本
方方

針針
一
般
社
団
法
人
内
科
系
学
会
社
会
保
険
連

合

（4）



内
保

連
の

基
本

ス
タ

ン
ス

モ
ノ
（
薬

剤
,材

料
,機

器
）
か

ら
ヒ
ト
（
技

術
）
へ

現
行
診
療
報
酬
体
系
に
お
け
る

内
科
系
技
術
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
課
題

①①
問問
診診
とと
診診
察察
、、諸諸
検検
査査
成成
績績
かか
らら
得得
らら
れれ
たた
患患
者者
情情
報報
をを

総総
合合
しし
てて
疾疾
患患
・・病病
態態
をを
診診
断断
しし
、、病病
期期
やや
重重
症症
度度
をを

判判
断断
しし
てて
治治
療療
方方
針針
をを
決決
定定
すす
るる
基基
本本
的的
なな
診診
断断
技技
術術
をを

評評
価価
すす
るる
ここ
とと

②②
疾疾
患患
・・病病
態態
診診
断断
とと
治治
療療
方方
針針
にに
関関
わわ
るる
患患
者者
家家
族族
へへ
のの

説説
明明
とと
同同
意意
にに
関関
しし
てて
、、一一
定定
のの
基基
準準
のの
下下
にに
適適
正正
にに

評評
価価
すす
るる
ここ
とと

③③
薬薬
物物
療療
法法
にに
おお
けけ
るる
処処
方方
技技
術術
をを
「「
投投
薬薬
」」
、、「「
注注
射射
」」
、、

外外
来来
、、入入
院院
をを
問問
わわ
ずず
適適
正正
にに
評評
価価
すす
るる
ここ
とと

現
行
診
療
報
酬
体
系
に
お
け
る

医
師
技
術
の
評
価

問
診

身
体
診
察

D
検
査

（
例
）
検
体
検
査
判
断
料

呼
吸
機
能
検
査
等
判
断
料

脳
波
検
査
判
断
料

神
経
学
的
検
査

等

E
画
像
診
断

（
例
）

X線
、

CT
、

各
医
学
診
断
料

等

N
病
理
診
断

疾 患 ・ 病 期 ・ 重 症 度 の 診 断

治 療 方 針 の 決 定

患 者 ・ 家 族 へ の 説 明 と 同 意

手 術 薬 物 療 法 他

F 
投
薬
（
入
院
処
方
料
は

入
院
基
本
料
に
包
含
）

G
注
射

（
処
方
料
は
な
い
）

H
リ
ハ
ビ
リ

I
精
神
神
経

J
処
置

K
手
術

L
麻
酔

M
放
射
線
治
療

2

①
②

③

（5）



令
和
六
年
度
内
保
連
基
本
方
針

１
．
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
に
お
け
る

A項
目
の
評
価
項
目
及
び

評
価
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
提
案

２
．
内
科
系
治
療
の
基
本
で
あ
る
薬
物
療
法
に
お
け
る
処
方
技
術
の
評
価

－
「
注
射
処
方
料
」
ゼ
ロ
の
是
正

３
．
「
説
明
と
同
意
」
を
評
価
し
、
指
導
管
理
料
を
拡
大
し
、

「
意
思
決
定
支
援
管
理
料
」
を
新
設

４
．
医
療
安
全
の
推
進
（
血
液
採
取
料
、
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
）

５
．
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
と
医
師
負
担
の
軽
減

６
．
医
療
連
携
と
在
宅
医
療
の
推
進

７
．
妊
娠
・
周
産
期
医
療
の
重
視

８
．
小
児
医
療
の
重
視

９
．
遠
隔
医
療
の
推
進

10
．

AI
（
人
工
知
能
）
診
療
・
診
断
の
推
進

11
．
国
民
に
役
立
つ
医
療
技
術
の
導
入
・
強
化
（
令
和
六
年
度
内
保
連
医
療
技
術
提
案
）

3

（6）



１
．
「重

症
度
、
医
療
・看

護
必
要
度
」に

お
け
る

A
項
目
の
評
価
項
目
及
び
評
価

基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
提
案

提
案
書
番
号
：A

7
0

3
2

0
1
／
日
本
内
科
学
会

4

【
技

術
の

概
要

】

患
者
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
に
、重
症
度
、医
療
・看
護
必
要
度
の

A
項
目
に
、図
表
１
の
A
8
～
A
1
0
を
追
加
す
る
。追
加
項
目
は
い
ず
れ
も
医医
師師
のの
手手
間間

のの
かか
かか
りり
具具
合合
かか
らら
、、患患
者者
のの
重重
症症
度度
やや
症症
状状
のの
複複
雑雑
性性
をを
反反
映映
すす
るる
もも
のの
で
あ
る
。


こ
れ
ら
の
追
加
項
目
は
い
ず
れ
も
E
F
フ
ァ
イ
ル
か
ら
算
出
可
能
で
あ
り
、追
加
す
る
こ
と

で
、よ
り
正
当
に
重
症
の
患
者
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
既

存
制

度
と
の

比
較

、
有

効
性
】


現
行
の
項
目
・基
準
と
比
較
し
た
結
果
、重
症
者
を
重
症
と
判
定
で
き
る
能
力
が
向
上
し
た
。

図
表
１

A
項
目
の
評
価
項
目
見
直
し
案
（赤

字
が
既
存
項
目
か
ら
の
変
更
点
）

(１
)
死
亡
退
院
の
発
生
を
判判
定定
でで
きき
るる
能能
力力
（（
感感
度度
））
はは
、、00
..55
55
55
→→
00
..77
００
９９
とと
改改
善善
し
た
。

（
図
表
２
参
照
）

(２
)
そ
の
他
の
重
症
度
指
標
※
３
と
の
相
関
に
つ
い
て
も
既
存
制
度
よ
り
も
改
善
傾
向
を
示
し
、

例
え
ば
N
Y
H
A
心
機
能
分
類
で
は
明
確
な
改
善
が
み
ら
れ
た
。（
図
表
３
参
照
）


追
加
項
目
は
内
保
連
負
荷
度
調
査
※
1
の
結
果
を
も
と
に
抽
出
し
、各
種
重
症
度
パ

ラ
メ
ー
タ
と
の
相
関
を
検
証
※
2
す
る
と
と
も
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
臨
床
的
観
点
か

ら
も
妥
当
性
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。主
た
る
提
案
根
拠
は
以
下
の
通
り
。

【
診

療
報

酬
上

の
取

扱
】
A
-1
0
0
入
院
基
本
料

【
対

象
疾

患
】

重
症
度
、医
療
・看
護
必
要
度
は
入
院
基
本
料
等
の
算
定
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
施
設
基
準
で
あ
り
、当
該
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
保
険
医
療
機
関
が

地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
が
対
象
と
な
る
。

該
当
患
者
の
割
合
は
本
提
案
に
よ
っ
て
変
化
し
得
る
が
、病
棟
の
機
能
分
化
の
た
め
の
指

標
と
し
て
用
い
る
場
合
、該
当
患
者
割
合
の
基
準
値
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、割
合

が
増
加
し
た
と
し
て
も
急
性
期
病
棟
の
増
加
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

図
表
２

死
亡
退
院
を
目
的
変
数
と

し
た
場
合
の
感
度
の
変
化

図
表
３

N
Y

H
A
心
機
能
分
類
の
各
段
階
に
対
応
す
る

 重
症
者
の
割
合
の
変
化

A 8

臨
床
的

妥
当
性

合
併
症
の
多
い
患
者
や
重
症
度
の
高
い
疾
患
ほ
ど
、遅
滞
な
く
病
状
の
変
化
を
把
握
し

対
処
し
な
け
れ
ば
救
命
で
き
な
い
。そ
の
た
め
、頻
回
の
検
査
が
必
要
と
な
る
。ま
た
同
様

に
画
像
診
断
に
て
早
急
な
原
因
の
特
定
、治
療
効
果
の
判
定
を
行
い
な
が
ら
方
針
決
定

を
行
う
た
め
重
症
な
患
者
ほ
ど
画
像
診
断
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

統
計
的

根
拠

検
査
や
画
像
の
出
来
高
換
算
点
数
と
医
師
の
時
間
的
拘
束
の
負
荷
に
相
関
が
み
ら
れ
、

特
に
検
査
で
は
6
0
0
点
以
上
、画
像
で
は
3
0
0
点
以
上
と
し
た
と
き
に
顕
著
と
な
っ
た
。

A 9

臨
床
的

妥
当
性

特
定
器
材
を
使
用
し
て
い
る
患
者
は
、急
性
腎
不
全
や
末
期
腎
不
全
、呼
吸
不
全
、

意
識
障
害
、循
環
不
全
な
ど
診
療
の
負
荷
が
比
較
的
高
い
患
者
が
多
い
。

統
計
的

根
拠

特
定
器
材
を
使
用
し
て
い
る
患
者
の
割
合
は
死
亡
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
増
加
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
た
。

A 1
0

臨
床
的

妥
当
性

注
射
薬
を
新
た
に
処
方
す
る
際
に
は
、患
者
の
状
態
や
検
査
結
果
の
把
握
を
行
い
、治

療
決
定
に
お
け
る
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、初
め
て
注
射
治
療
が
決
定
さ
れ
る
。

統
計
的

根
拠

処
方
開
始
注
射
薬
が
あ
る
日
は
、医
師
の
治
療
方
針
決
定
に
係
る
所
要
時
間
が
有
意

に
長
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

※
１
：

現
行
の

C
項
目
と
重

複
す
る
レ
セ
プ
ト
電
算

コ
ー
ド
、
旧

A
４
「心

電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
」

の
レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー

ド
、
薬
剤
、
特
定
器
材

を
除
く
。

※
２
：

薬
剤
、
特
定
器
材
を
除

く
。

※
３
：

A
3
「注

射
薬
剤
３
種

類
以
上
の
管
理
」の

対
象
外
薬
剤
を
除
く
。

※
１
：
内

科
系

診
療

に
つ
い

て
、
内

科
系

医
師
の

診
療
過

程
の
負

荷
を
定

量
的
に
測

定
す
る
と
と
も
に
、
医

師
の

診
療
の

負
荷
に

影
響

を
与

え
る
要

因
等

を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
調

査
。
広

範
な

D
P

C
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
分

析
す
る
と
と
も

に
、
1
,6

2
9
人

の
主

治
医

に
対

し
患

者
1
1
,3

9
5
人
の

実
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
負

荷
等
の

調
査
を
行

っ
た
。

※
２
：
検

証
に
あ
た
っ
て
は
、
参

加
し
た

9
7
施
設

の
D

P
C
デ
ー
タ
（対

象
期

間
：2

0
1
8
年
４
～

９
月

退
院

分
、

 N
=

5
,1

3
6

,5
5

4
人

日
、
外

科
系

の
症

例
も
含
む
）を

対
象
と
し
た
。
一

部
の
分

析
で
は
内

保
連

グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク

2
0

2
0
の

主
治

医
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
デ
ー
タ
も
用

い
た
。

※
３
：
 死

亡
前

日
数

、
出

来
高

換
算

医
療
費

、
N

Y
H

A
心

機
能

分
類
、
呼

吸
器

H
u

g
h

-J
o

n
e

s
分
類

。

（7）



【技
術

の
概

要
】

【対
象

】

【既
存

の
治

療
法

と
の

比
較

、
有

効
性

】

薬
物

療
法

に
お

い
て

、医
師

が
、患

者
の

疾
患

・病
態

、注
射

薬
の

効
能

・副
作

用
お

よ
び

注
射

に
伴

う
費

用
・患

者
負

担
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

、専
門

的
知

識
に

基
づ

い
て

注
射

薬
の

種
類

、組
み

合
わ

せ
、

量
、投

与
方

法
等

を
決

定
す

る
こ

と
は

内
科

系
治

療
の

基
本

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、注
射

に
つ

い
て

は
投

薬
の

処
方

料
に

相
当

す
る

評
価

が
存

在
し

な
い

た
め

、注
射

処
方

に
関

す
る

技
術

評
価

を
新

設
す

べ
き

で
あ

る
。

注
１

入
院

中
の

患
者

に
対

し
、注

射
薬

の
投

与
開

始
日

及
び

追
加

投
与

（
種

類
の

異
な

る
注

射
薬

に
限

る
。）

の
行

わ
れ

た
初

日
に

算
定

す
る

。

注
２

当
該

日
の

注
射

薬
の

種
類

数
が

６
種

類
以

上
の

場
合

は
、１

処
方

に
つ

き
 5

0
点

を
、1

1
種

類
以

上
の

場
合

は
１

処
方

に
つ

き
1

6
0

点
を

加
算

す
る

。

注
３

当
該

日
の

注
射

の
薬

剤
料

及
び

特
定

保
険

医
療

材
料

料
を

合
算

し
た

 点
数

が
1

0
,0

0
0

点
以

上
で

あ
る

場
合

は
、１

処
方

に
つ

き
6

0
点

を
加

算
す

る
。

【診
療

報
酬

上
の

取
扱

】

図
表
２

処
方
開
始
注
射
薬

の
有

無
別

知
識
判
断
の
負

荷
と
の

関
係

入
院

中
か

つ
注

射
薬

の
投

与
を

必
要

と
す

る
患

者
。


内

保
連

で
収

集
し

た
デ

ー
タ

※
１
を

用
い

、主
治

医
の

担
当

患
者

別
・日

別
に

診
療

の
負

荷
を

分
析

し
た

と
こ

ろ
、「

注
射

の
処

方
技

術
」

と
の

関
連

性
と

し
て

以
下

(１
)～

(６
)が

確
認

さ
れ

た
。

(１
) 

「
前

日
と

比
較

し
て

処
方

が
新 新

たた
にに

開開
始始

ささ
れれ

たた
注注

射射
薬薬

がが
ああ

りり
のの

日日
」」

はは
、、「「

なな
しし

のの
日日

」」
とと

比比
較較

しし
てて

主主
治治

医医
のの

治治
療療

方方
針針

決決
定定

にに
かか

かか
るる

所所
要要

時時
間間

がが
有有

意意
にに

長長
いい

。。（
3

0
分

以
上

か
か

っ
た

ケ
ー

ス
の

割
合

：2
1

%
 v

s 
1

1
%
、
図
表
１
左

）

 (
２

) 
「

注
射

の
種

類
数

」
と

治
療

方
針

決
定

に
か

か
る

所
要

時
間

に
は

有
意

な
関

連
性

が
あ

り
、種 種

    
    

類類
数数

がが
多多

いい
日日

ほほ
どど

、、所所
要要

時時
間間

がが
長長

いい
。（

3
0

分
以

上
か

か
っ

た
ケ

ー
ス

の
割

合
： 

０
種

類
   

  …
1

1
％

、１
～

５
種

類
…

 1
6

％
、６

～
1

0
種

類
…

 2
1

％
、1

1
種

類
以

上
…

 3
7

％
、図

表
１
右

）

 (
３

) 
「

注
射

の
薬

剤
料

お
よ

び
材

料
料

が
１

万
点

以
上

の
日

」
は

、「
そ

う
で

な
い

日
」

と
比

較
し

て
主

治
医

の
治

療
方

針
決

定
に

か
か

る
所

要
時

間
が

有
意

に
長

い
。（

3
0

分
以

上
か

か
っ

た
ケ

ー
ス

の
割

合
： 

2
5

％
vs

 1
7

 ％
 ）

 (
４

) 
「

注
射

薬
の

投
与

開
始

日
お

よ
び

種
類

の
異

な
る

注
射

薬
の

追
加

投
与

が
行

わ
れ

た
日

」
は

、
  
  
そ

れ
以

外
の

日
と

比
較

し
て

主
治

医
の

負
荷

が
有

意
に

高
い

。（
図
表
２

）

 (
５

) 
投

与
し

て
い

る
「

注
射

の
種

類
数

が
多

い
日

」
ほ

ど
、主

治
医

の
負

荷
が

有
意

に
高

い
。

 (
６

) 
患

者
の

年
齢

や
疾

患
等

の
交

絡
因

子
を

調
整

し
た

場
合

も
、「

注
射

薬
の

投
与

開
始

日
お

よ
び

  
  
種

類
の

異
な

る
注

射
薬

の
追

加
投

与
が

行
わ

れ
た

日
」

お
よ

び
「

注
射

の
種

類
数

が
多

日
」

は
、

治
療

方
針

決
定

に
か

か
る

所
要

時
間

に
関

連
す

る
独

立
因

子
で

あ
る

。

注
射

処
方

料
1

0
0

点

図
表
１

治
療
方
針
の
決

定
に

3
0
分

以
上

の
時

間
が

か
か
っ
た
ケ
ー
ス
の

割
合

現
行

提
案

出
典

：内
保

連
 グ

リ
ー
ン
ブ
ッ
ク

 v
e

r.
2

 
内

保
連

負
荷

度
ラ
ン
ク
と

内
科

系
技

術
の

適
正

評
価

に
関

す
る
提

言
 よ

り

※
１
 D

P
C
病

院
9

6
施

設
か
ら
収

集
し
た

2
0

1
8
年

４
～

９
月

退
院

分
の

症
例

に
つ
い

て
、
主

治
医

1
,6

2
9
名

に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査

結
果

。

２
．
内
科
系
治
療
の
基
本
で
あ
る
薬
物
療
法
に
お
け
る
処
方
技
術
の
評
価
－
「注

射
処
方
料
」
ゼ
ロ
の
是
正

提
案
書
番
号
：7

0
3

1
0

1
／

日
本
内
科
学
会
／
注
射
処
方
料 5

（8）



【技
術

の
概

要
】

【対
象
疾
患

】

【こ
れ

ま
で

の
経

緯
と
準

備
状

況
】

【有
用

性
】

人
工
呼
吸
管
理
の
適
応
と
な
る
疾
患
の
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に

対
し
、現
在
の
病
状
、人
工
呼
吸
器
装
着
の
目
的
及
び
方
法
、合
併

症
、予
想
さ
れ
る
経
過
、予
後
な
ど
に
つ
い
て
、十
分
理
解
で
き
る
よ

う
に
3
0
分
以
上
説
明
し
、か
つ
文
書
に
よ
り
提
供
し
た
場
合
5
0
0
点

を
算
定
す
る
、な
お
急
変
時
に
お
い
て
家
族
な
ど
の
代
諾
者
に
対
し

説
明
す
る
場
合
は
、説
明
の
所
要
時
間
は
問
わ
な
い
。

急
性
呼
吸
不
全
及
び
、慢
性
呼
吸
不
全
の
増
悪
に
よ
り
人
工
呼

吸
管
理
の
適
応
と
な
る
患
者
、即
ち
肺
炎
な
ど
に
よ
る
A
R
D
S
（
急

性
呼
吸
窮
迫
症
候
群
）
間
質
性
肺
炎
や
C
O
P
D
の
増
悪
、神
経

筋
疾
患
に
よ
る
慢
性
呼
吸
不
全
な
ど
、た
だ
し
侵
襲
的
（
挿
管
下
）

非
侵
襲
的
（
N
P
P
V
）
呼
吸
管
理
の
ど
ち
ら
も
含
ま
れ
る
。年
齢
制

限
は
な
い
。

・
医

療
の

質
的

効
果

；医
療
者
へ
の
高
負
荷
の
適
切
な
評
価
お
よ
び
、

患
者
と
家
族
の
満
足
度
向
上
→
医
療
訴
訟
件
数
減
少
の
可
能
性

・
経

済
的

効
果

；呼
吸
器
装
着
せ
ず
緩
和
ケ
ア
の
み
を
行
う
場
合

→
約
7
5
億
円
の
医
療
費
削
減
効
果

B
医
学
管
理

5
0

0
点

/回
  

【令
和
２
年
度
改
定
：承

認
さ
れ
た
意
思
決

定
支
援

管
理
料
】

B
0

0
1
-2

3
 が

ん
患
者
指
導
管
理
料

 3
0

0
点

 
【内

容
】が

ん
に
対
す
る
文
書
説
明

B
0

0
1
-3

1
 腎

代
替
療
法
指
導
管
理
料

 5
0

0
点

 _
新
設

【内
容
】慢

性
腎
臓
病

【診
療
報
酬
上
の
取
り
扱
い

】
な
お
、本
管
理
料
は
原
則
と
し
て
当
該
治
療
や
検
査
の
導
入
直
前
で
あ
り
、

ま
た
回
数
に
関
し
て
ひ
と
月
に
複
数
回
行
っ
て
も
1
回
と
し
て
算
定
す
る

共
同

提
案
日
本
呼
吸
器
学
会
、日
本
呼
吸
療
法
医
学
会
、

日
本
呼
吸
ケ
ア
・リ
ハ
学
会
、内
科
系
学
会
社
会
保
険
連
合

【
平
成

3
0
年
度
改
定
：
承
認
さ
れ
た
意
思
決
定
支
援
管
理
料

】

B
0

0
1

特
定
疾
患
治
療
管
理
料

５
小
児
科
療
養
指
導
料

 5
0

0
点
（新

設
）

７
難
病
外
来
指
導
管
理
料

5
0

0
点
（新

設
）

３
．
「説

明
と
同

意
」を

評
価
し
、
指
導
管
理
料
を
拡
大
し
、
「意

思
決
定
支
援
管
理

料
」
を
新
設

提
案
書
番
号
：7

0
3

1
0

2
／
日
本
内
科
学
会
／
人
工
呼
吸
器
装
着
時
意
思
決
定
支
援
管
理
料

呼
吸
器
装
着
の
説
明
に
関
し
て
は
、医
師
と
し
て
は
臨
床
経
験
5
年
以
上
で
あ
り
、か
つ
呼
吸
器
専
門
医
、呼
吸
療
法
専
門
医
、ま
た
看
護
師
を

含
む
多
職
種
が
混
在
す
る
場
合
に
は
ケ
ア
・リ
ハ
学
会
の
呼
吸
ケ
ア
指
導
士
、3
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
、救
急
治
療
専
門
看
護
師
あ
る

い
は
慢
性
呼
吸
器
疾
患
認
定
看
護
師
等
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

6
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【【
技技

術術
のの

概概
要要

】】
消

化
器

内
視

鏡
受

診
者

の
感

染
症

チ
ェ

ッ
ク

（
肝

炎
ウ

ィ
ル

ス
、梅

毒
、H

IV
）

を
行

う
代

わ
り

に
、消

化
器

内
視

鏡
検

査
・

手
術

終
了

後
に

、消
化

器
内

視
鏡

学
会

等
が

作
成

し
た

「
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

・消
毒

標
準

化
に

む
け

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
基

づ
き

、

高
水

準
消

毒
を

可
能

と
す

る
消

毒
薬

剤
で

あ
る

「
過

酢
酸

」
・「

フ
タ

ラ
ー

ル
」

・「
グ

ル
タ

ラ
ー

ル
」

の
い

ず
れ

か
を

用
い

た
洗

浄
消

毒
を

自
動

洗
浄

・消
毒

装
置

を
用

い
て

行
い

、さ
ら

に
洗

浄
消

毒
の

実
施

履
歴

を
残

す
。 

【【
対対

象象
疾疾

患患
】】

軟
性

内
視

鏡
検

査
が

使
用

さ
れ

る
全

て
の

消
化

器
疾

患

【【
既既

存存
のの

洗洗
浄浄

・・消消
毒毒

法法
とと

のの
比比

較較
】】

現
在

、消
化

器
内

視
鏡

検
査

・処
置

・治
療

を
行

う
患

者
に

対
し

て
は

、使
用

後
の

内
視

鏡
を

介
し

た
院

内
感

染
を

予
防

す
る

目
的

で
、

感
染

症
チ

ェ
ッ

ク
が

行
わ

れ
て

い
る

。し
か

し
、高

水
準

消
毒

を
用

い
た

内
視

鏡
洗

浄
を

行
う

こ
と

で
、次

の
内

視
鏡

受
診

者
へ

の
既

知
の

感
染

症
伝

播
の

危
険

性
が

消
失

す

る
。ま

た
、内

視
鏡

診
療

の
医

療
従

事
者

は
適

切
な

個
人

防
護

具
を

着
用

す
る

必
要

が
あ

る
が

、内
視

鏡
診

療
を

介
し

た
既

知
の

感
染

症
伝

播
の

危
険

が
消

失
す

る
。 事

前
の

不
必

要
な

感
染

症
チ

ェ
ッ

ク
を

な
く

す
こ

と
で

医
療

費
削

減
に

つ
な

が
り

、現
在

で
も

多
く

の
施

設
で

行
わ

れ
て

い
る

高
水

準
消

毒
お

よ
び

個
人

防
護

具
の

コ
ス

ト
を

代
替

す
る

た
め

に
も

保
険

収
載

を
要

望
す

る
。保

険
収

載
に

よ
り

、不
適

切
な

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

・保
管

管
理

、さ
ら

に
は

不
適

切
な

内
視

鏡
診

療
時

の
個

人
防

護
具

の
着

用
を

是
正

す
る

こ
と

で
安

全
な

消
化

器
内

視
鏡

診
療

が
実

現
で

き
る

。

【【
診診

療療
報報

酬酬
上上

のの
取取

扱扱
】】

高
水

準
消

毒
薬

を
用

い
た

自
動

洗
浄

機
に

よ
る

内
視

鏡
洗

浄
を

行
っ

た
際

に
管

理
料

と
し

て
11

00
00

点点
を

要
望

す
る

。

【技
術

の
概

要
】

【既
存

の
治

療
法

と
の

比
較

】

【診
療

報
酬

上
の

取
り
扱

い
】

静
脈

血
管

よ
り

の
血

液
採

取


日

本
臨

床
検

査
振

興
協

議
会

に
て

、2
0

1
9

年
に

大
規

模
な

採
血

コ
ス

ト
の

実
態

調
査

を
実

施
し

た
。


そ

の
結

果
、採

血
1

件
あ

た
り

の
平

均
コ

ス
ト

は
約

5
0

0
円

で
あ

っ
た

。ま
た

、2
0

0
9

年
、2

0
1

4
年

に
学

会
が

行
っ

た
調

査
の

結
果

と
合

わ
せ

、同
一

医
療

機
関

で
、こ

の
8

年
の

間
に

検
査

に
か

か
る

費
用

が
1

4
％

程
度

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。


前
回

の
診

療
報

酬
改

定
で

、採
血

の
保

険
点

数
は

3
0

点
か

ら
3

5
点

に
増

点
に

な
っ

た
が

、改
定

後
も

採
血

一
件

あ
た

り
約

1
5

0
円

以
上

と
い

う
大

幅
な

赤
字

が
発

生
し

て
い

る
。


医

療
安

全
推

進
の

目
的

か
ら

、適
正

な
評

価
を

お
願

い
し

た
い

。

D
 4

0
0

 血
液

採
取

1
静

脈
：現

行
3

7
点

を
55

00
点点

にに
増増

点点

４
．
医
療
安
全
の
推
進
（血

液
採
取
料
、
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
）

提
案
番
号
：7

3
1
2

0
3

/日
本
臨
床
検
査
医
学
会

/血
液
採
取
・静

脈

提
案

番
号
：2

4
5

1
0

1
/日

本
消
化
器
内
視
鏡
学
会

/消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全

管
理
料

7
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提
案
番
号
：7

0
0

1
0

2
／

日
本
糖

尿
病
学

会
／
糖

尿
病
先

進
機
器

デ
ー
タ
管
理
料

提
案
番
号
：7

1
8

2
0

1
／
日

本
不

安
症
学

会
／

公
認
心

理
師

に
よ
る
認

知
行

動
療

法
実
施

料

５
．
チ
ー
ム
医

療
の

推
進

と
医

師
負

担
の

軽
減

提
案
番
号
：
2

3
2

1
0

2
／
日
本
呼
吸
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
／

在
宅

医
療

機
器

点
検

指
導

料
提
案
番
号
：2

3
0

1
0

1
／
日

本
呼

吸
器
学

会
／

び
ま
ん
性

肺
疾

患
集

学
的
合

議
評

価
提

供
料

【技
術
の
概
要
】

【技
術
の
概
要
】

【技
術
の
概
要
】

【技
術
の
概
要
】

医
師

の
指

示
の

も
と

、公
認

心
理

師
等

が
患

者
ご

と
に

そ
の

背
景

や
病

状
を

勘
案

し
た

認
知

行
動

モ
デ

ル
に

基
づ

く
介

入
方

法
を

策
定

し
、認

知
行

動
療

法
（

C
B

T
）

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

【対
象
と
既
存
の
治
療
法
と
の
比
較
】


対

象
：う

つ
病

、社
交

不
安

症
、

パ
ニ

ッ
ク

症
、強

迫
症

、P
T

S
D

、
過

食
症

等
を

有
す

る
患

者


比

較
：現

状
医

師
の

み
：4

8
0

点
、

医
師

＋
看

護
師

；3
5

0
点

【診
療
報
酬
上
の
取
り
扱
い
】

I 
0

0
3

-2
認

知
療

法
・認

知
行

動
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

心
理

的
な

面
接

指
導

の
質

を
担

保
す

る
た

め
に

は
、修

士
課

程
修

了
相

当
の

国
家

資
格

が
必

要
な

た
め

33
55

00
点点

（（
11

単単
位位

44
00

分分
））

をを
要要

望望
すす

るる
。。

公
認

心
理

師
に

よ
る

セ
ッ

シ
ョ

ン

医
師

同
席

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

rt
C

G
M

、i
sC

G
M

、イ
ン

ス
リ

ン
ポ

ン
プ

利
用

者
の

内
、必

要
な

患
者

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

デ
ー

タ
活

用
等

の
組

織
化

し
た

指
導

を
行

い
、低

血
糖

・
高

血
糖

予
防

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
改

善
な

ど
適

正
使

用
を

達
成

す
る

。

【診
療
報
酬
上
の
取
り
扱
い
】

糖
尿

病
患

者
が

行
う

血
糖

自
己

測
定

、
持

続
血

糖
測

定
検

査
、皮

下
持

続
イ

ン
ス

リ
ン

注
入

ポ
ン

プ
の

高
度

化
な

ど
、I

T
化

に
伴

い
増

大
デ

ー
タ

の
解

析
・指

導
を

チ
ー

ム
す

な
わ

ち
糖

尿
病

診
療

を
熟

知
す

る
医

師
、看

護
師

、薬
剤

師
な

ど
で

行
っ

た
場

合
、22

00
00

点点
の

加
算

を
つ

け
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
指

導
も

可
と

す
る

。
【対

象
と
既
存
の
治
療
法
と
の
比
較
】

①
C

1
5

0
-７

は
機

器
加

算
で

指
導

技
術

を
十

分
評

価
し

て
い

な
い

。
➡

組
織

化
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

デ
ー

タ
指

導
で

安
全

と
合

併
症

予
防

を
達

成
す

る
。

②
C

1
5

2
-2

の
研

修
内

容
は

進
歩

す
る

S
A

P
、H

C
L

に
対

し
て

十
分

で
な

い
。

➡
組

織
化

し
た

指
導

で
安

全
か

つ
効

率
的

な
治

療
が

充
実

す
る

。

臨
床

工
学

技
士

が
医

療
機

器
の

使
用

上
の

注
意

点
や

災
害

等
の

停
電

時
に

お
け

る
対

処
方

法
を

指
導

す
る

。

【対
象
患
者
】

C
O

P
D

や
神

経
筋

疾
患

等
で

在
宅

で
、

人
工

呼
吸

器
と

酸
素

濃
縮

器
等

を
併

用
し

て
い

る
患

者
が

対
象

で
あ

り
約

9
,5

0
0

人
程

度
で

あ
る

。

【既
存
の
治
療
法
と
の
比
較
】

現
状

で
は

医
療

機
器

メ
ー

カ
ー

が
、自

社
製

品
の

使
用

上
の

注
意

点
や

停
電

時
の

対
応

を
説

明
し

て
る

が
、メ

ー
カ

ー
は

自
社

製
品

し
か

説
明

で
き

ず
、複

数
機

器
は

む
つ

か
し

い
。医

療
機

器
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
で

あ
る

臨
床

工
学

技
士

が
院

内
外

で
患

者
・家

族
へ

の
指

導
に

携
わ

る
こ

と
で

、在
宅

医
療

で
使

用
さ

れ
る

医
療

機
器

の
安

全
管

理
の

向
上

が
見

込
め

る
。

【診
療
報
酬
上
の
取
り
扱
い
】

看
護

師
が

行
っ

た
場

合
、 B

0
0

1
-1

3
在

宅
療

養
指

導
料

：11
77

00
点点

//月月
、

C
0

0
5

在
宅

患
者

訪
問

看
護

指
導

料
：5

8
0

点
で

あ
り

、こ
れ

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
。

多
職

種
（

呼
吸

器
内

科
医

、放
射

線
科

医
、病

理
医

）
に

よ
る

集 集
学学

的的
なな

合合
議議

（
MM

DD
DD

; 
m

u
lt

id
is

ci
p

lin
a

ry
 

d
is

cu
ss

io
n
 ）

に
よ

る
診

断
を

経
た

上
で

、患
者

に
説

明
し

た
場

合
に

算
定

。
【対

象
疾
患
】

肺
線

維
症

(II
PP

FF
)を

伴
う

そ
の

他
の

間
質

性
肺

疾
患

が
疑

わ
れ

、自
覚

症
状

、
他

覚
的

検
査

か
ら

推
測

さ
れ

る
病

状
発

症
か

ら
３

ヶ
月

以
上

が
経

過
し

た
患

者
。

（
年 年

間間
66

,,66
00

00
人人

）

【診
療
報
酬
上
の
取
り
扱
い
】

B B
医医

学学
管管

理理
等等

び
ま

ん
性

肺
疾

患
集

学
的

合
議

評
価

提
供

料
イ

病
理

検
体

が
な

い
場

合
6

,6
4

0
点

…
①

ロ
病

理
検

体
が

あ
る

場
合

8
,2

2
0

点
…

②

非
IP

F
患

者
へ

の
高

額
な

抗
線

維
化

薬
の

処
方

回
避

に
よ

り
、 

1
.8

億
円

の
純

減
効

果
。

8
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【対
象
疾
患
】

現現
状状

（
外

来
緩

和
ケ

ア
管

理
料

算
定

要
件

）
：が

ん
、後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
、

末
期

心
不

全

６
．
医

療
連

携
と
在

宅
医

療
の

推
進

提
案
番
号
：2

3
5

2
0

8
／
日
本
在
宅
医
療
連
合
学
会
／
専
門
医
療
往
診
加
算

Ⅰ
．
入
院
か
ら
在
宅
へ
の
橋
渡
し
機
能
を
充
実
さ
せ
る

【技
術
の
概
要
】

通
院

困
難

な
患

者
に

対
し

て
、普

段
在

宅
医

学
管

理
を

し
て

い
る

医
師

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
、以

下
の

よ
う

な
領

域
を

専
門

と
す

る
標

ぼ
う

医
の

往
診

を
必

要
と

す
る

。

【対
象
疾
患
】

人
工

呼
吸

器
装

着
患

者
な

ど
通

院
困

難
な

患
者

で
、下

記
の

専
門

領
域

を
標

ぼ
う

す
る

医
師

の
医

療
を

必
要

と
す

る
患

者
。

現
在

褥
瘡

認
定

看
護

師
が

自
宅

へ
訪

問
し

た
場

合
月

一
回

だ
が

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・指
導

料
3

1
,2

8
5

点
が

算
定

で
き

る
。一

方
皮

膚
科

医
が

往
診

し
て

も
７

２
０

点
。

人
工

呼
吸

器
装

着
患

者
の

中
耳

炎
や

角
膜

炎
な

ど
は

耳
鼻

科
医

や
眼

科
医

な
ど

を
標

ぼ
う

す
る

医
師

で
な

け
れ

ば
対

応
困

難
な

疾
患

の
た

め
、こ

れ
を

人
件

費
等

か
ら

1
,4

4
0

点
に

増
点

す
る

（
す

な
わ

ち
従

来
の

往
診

料
に

専
門

医
療

往
診

加
算

と
し

て
７

２
０

点
を

加
算

す
る

）
。

【有
効
性
及
び
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
】

CC
00

00
00

往往
診診

料料

提
案
番
号
：2

3
2

2
0

1
／
日
本
呼
吸
ケ
ア
・リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
／
在
宅
ハ
イ
フ
ロ
ー
セ
ラ
ピ
ー
（H

F
N

C
）装

置
加
算

Ⅱ
．
在
宅
で
使
用
す
る
機
器
の
充
実

【技
術
の
概
要
】

加
温

加
湿

/高
流

量
ガ

ス
を

供
給

す
る

呼
吸

療
法

 で
あ

り
H

O
T

適
応

の
C

O
P

D
患

者
が

対
象

【対
象
疾
患
】

在
宅

酸
素

療
法

を
実

施
し

て
い

る
C

O
P

D
 患

者
で

、所
定

の
自

覚
症

状
を

有
し

、以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

(イ
) 

P
a

C
O

2
 4

5
m

m
H

g
以

上
5

5
m

m
H

g
未

満
(ロ

) 
P

a
C

O
2

 5
5

m
H

g
以

上
で

あ
っ

て
在

宅
人

工
呼

吸
療

法
不

適
(ハ

) 
夜

間
の

低
換

気
に

よ
る

低
酸

素
血

症
が

あ
る

昨
年

末
我

が
国

か
ら

も
本

法
の

有
用

性
の

エ
ビ

デ
ン

ス
が

発
出

さ
れ

て
い

る
が

、
現

行
の

装
置

・材
料

加
算

で
は

H
F

N
C

の
コ

ス
ト

（
本

体
や

回
路

・加
湿

器
な

ど
含

め
約

3
5

,0
0

0
円

/月
）

が
カ

バ
ー

で
き

ず
、供

給
業

者
の

事
業

継
続

に
支

障
を

き
た

す
水

準
で

あ
る

、
指

導
管

理
料

は
据

え
置

き
、装

置
加

算
の

み
1

,6
0

0
点

→
3

,4
0

0
点

に
増

点
す

る
(自

動
給

水
チ

ャ
ン

バ
ー

使
用

の
場

合
は

4
,4

0
0

点
)。

【有
効
性
及
び
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
】

CC
11

77
44

在在
宅宅

ハハ
イイ

フフ
ロロ

ーー
セセ

ララ
ピピ

ーー
装装

置置
加加

算算

提
案
番
号
：2

3
0

2
0

1
／
日
本
呼
吸
器
学
会
（共

同
提
案
：日

本
緩
和
医
療
学
会
） 
／
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
（呼

吸
不
全
）

Ⅲ
．
在
宅
で
さ
ら
に
充
実
し
た
医
療
を
目
指
す

【技
術
の
概
要
】

終
末

期
の

末
期

呼
吸

不
全

患
者

で
身

体
的

・精
神

的
な

症
状

を
持

つ
者

に
対

し
て

、
そ

の
在

宅
療

養
の

質
の

維
持

向
上

を
図

る
こ

と
を

主
た

る
目

的
と

す
る

治
療

、看
護

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
在

宅
医

中
心

の
チ

ー
ム

で
行

う
。

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
の

対
象

疾
患

に
末

期
呼

吸
不

全
(C

O
P

D
, 

間
質

性
肺

疾
患

：I
L

D
、気

管
支

拡
張

症
、誤

嚥
性

肺
炎

な
ど

）
の

追
加

 
（

年
間

の
対

象
患

者
数

は
7

8
2

人
程

度
と

推
定

）
お

よ
び

「
末

期
心

不
全

」
→

「
心

不
全

ス
テ

ー
ジ

C
以

上
か

つ
N

Y
H

A
重

症
度

分
類

II
度

以
上

」
に

変
更

す
る

。

【有
効
性
及
び
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
】

BB
00

00
11

--22
44

外外
来来

緩緩
和和

ケケ
アア

管管
理理

料料
22

99
00

点点
（（

算算
定定

要要
件件

のの
適適

応応
見見

直直
しし

））

1
.

皮
膚

科
医

2
.

整
形

外
科

医
3

.
眼

科
医

4
.

耳
鼻

科
医

5
.

産
婦

人
科

医
6

.
神

経
内

科
医

7
.

外
科

医
8

.
泌

尿
器

科
医

9
.

精
神

科
医

1
0

.麻
酔

科
医

9
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７
．
妊

娠
・周

産
期

医
療

の
重

視
（ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
包

括
的

な
支

援
 1

家
族

も
さ

さ
え
る
医

療
へ
）

不
妊
症
患
者
へ
の
精
神
的
支
援
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
お
よ
び
妊
娠
率
の
改
善

➡ ➡
22
88
66
11
00
22
//
日日

本本
生生

殖殖
医医

学学
会会

//
不不

妊妊
治治

療療
カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
料料

ハ
イ
リ
ス
ク
児
の
家
族
へ
の
適
切
な
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
親
子
関
係
の
形
成
促
進

➡ ➡
AA

22
77
22
11
00
22
//
日日

本本
新新

生生
児児

成成
育育

医医
学学

会会
//
ハハ
イイ
リリ
スス
クク
児児

成成
育育

支支
援援
料料

医
療
機
関
受
診
が
難
し
い
妊
婦
の
自
宅
で
の
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

➡ ➡
22
33
77
11
00
11
//
日日

本本
産産

婦婦
人人

科科
医医

会会
//
遠遠

隔隔
分分

娩娩
装装
置置

にに
よよ
るる
ハハ
イイ
リリ
スス
クク
妊妊

婦婦
管管

理理
料料

よ
り
重
篤
な
疾
患
の
新
生
児
へ
の
適
切
な
体
制
に
よ
る
医
療
提
供

➡ ➡
AA

22
77
22
11
00
11
//
日日

本本
新新

生生
児児

成成
育育

医医
学学

会会
//
重重

症症
新新

生生
児児

対対
応応

体体
制制

強強
化化
加加

算算

卵
巣
予
備
能
の
評
価
に
基
づ
く
検
査
や
治
療
の
選
択
に
よ
る
効
率
よ
い
妊
娠
成
立

➡ ➡
22
88
66
22
00
11
//
日日

本本
生生

殖殖
医医

学学
会会

//
抗抗

ミミ
ュュ
ララ
ーー
管管

ホホ
ルル

モモ
ンン
測測

定定
要要

件件
のの
緩緩

和和

こ
こ
ろ
の
不
調
や
悩
み
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

➡ ➡
22
33
66
11
00
11
//
日日

本本
産産

科科
婦婦

人人
科科

学学
会会

//
周周

産産
期期

メメ
ンン
タタ
ルル

ヘヘ
ルル

スス
・・
カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
料料

新
生
児
に
最
適
な
栄
養
源
で
あ
る
母
乳
を
安
全
に
使
用
し
、
母
乳
栄
養
を
更
に
推
進

➡ ➡
AA

22
44
11
11
00
11
//
日日

本本
周周

産産
期期

・・
新新

生生
児児

医医
学学

会会
//
母母

乳乳
栄栄

養養
管管
理理

加加
算算

成
育

基
本

法
成

育
医

療
等

基
本
方

針

こ
ど
も
家

庭
庁

さ
ら
な
る

少
子

化
対

策

1
0

（13）



８
．
小

児
医

療
の

重
視

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
包

括
的

な
支

援
 2

病
院

外
と
も
連

携
す
る
医

療
へ

）

小
児
慢
性
特
定
疾
病
・
指
定
難
病
の
精
密
な
診
断
と
最
適
な
医
療
の
提
供

➡
2 2
88
00
22
00
22
／／

日日
本本

人人
類類

遺遺
伝伝

学学
会会

／／
遺遺

伝伝
学学

的的
検検

査査
（（
難難

病病
領領

域域
））
のの

適適
用用

拡拡
大大

小
児
入
院
医
療
に
お
け
る
質
の
向
上
と
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

➡ ➡
AA

22
55
00
22
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

小小
児児

入入
院院

医医
療療

管管
理理
料料

長
期
フ
ォ
ロ
ー
を
要
す
る
小
児
患
者
の
疾
患
の
特
性
に
基
づ
い
た
外
来
診
療
の
充
実

➡ ➡
22
55
00
22
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

小小
児児

特特
定定

疾疾
患患

カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
料料

のの
見見

直直
しし

基
礎
疾
患
を
有
す
る
小
児
患
者
に
対
す
る
自
律
支
援
と
成
人
診
療
科
移
行
の
推
進

➡
2 2
55
00
11
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

成成
人人

移移
行行

支支
援援

連連
携携

指指
導導
料料

11
,,22

要
支
援
児
童
や
慢
性
疾
患
を
持
つ
子
ど
も
が
、
専
門
病
院
か
ら
地
域
の
か

か
り
つ
け
医
に
診
療
の
場
を
移
す
際
の
診
療
情
報
共
有
の
評
価

➡
22
44
99
11
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
医医

会会
／／

要要
支支

援援
児児

童童
・・
慢慢

性性
疾疾

患患
等等

地地
域域

連連
携携

指指
導導

料料

シ
ー
ム
レ
ス
な
在
宅
医
療
の
推
進

➡ ➡
22
55
00
22
00
22
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

在在
宅宅

患患
者者

共共
同同

診診
療療

料料

早
期
か
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
痛
み
を
緩
和
す
る
ケ
ア
を
行
い
神
経
発
達
を
促
進

➡ ➡
AA

22
55
00
11
00
22
//
日日

本本
小小

児児
科科

学学
会会

//
新新

生生
児児

発発
達達
支支

援援
充充

実実
加加

算算

成
育

基
本

法
成

育
医

療
等

基
本
方

針

こ
ど
も
家

庭
庁

さ
ら
な
る

少
子

化
対

策

1
1

（14）



９
．
遠

隔
医

療
の

推
進

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
健
全
な
発
展
と
普
及

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
適
切
な
成
長
と
普
及

専
門
的
支
援
の
対
象
の
拡
大

遠 隔 医 療 の 適 切 な 発 展

提
案

番
号

：2
9

8
2

0
1
／

日
本

て
ん
か

ん
学

会
／

遠
隔

連
携

診
療

料

【【
技技
術術
のの
概概
要要
】】

患
者
(P
)が
対
面
診
療
を
受
け
る
際
に
、遠
隔
地
の
て
ん
か
ん
専
門
医
(D
)が
ビ
デ
オ
通
話
が
可
能
な
情
報
通
信
機
器
を

用
い
て
、当
該
地
の
医
師
(D
’)
と
連
携
し
て
診
療
を
行
う
。

【 【
診診
療療
報報
酬酬
上上
のの
取取
りり
扱扱
いい
】】

①
遠
隔
地
の
て
ん
か
ん
専
門
医
(D
)の
施
設
基
準
を
「
て
ん
か
ん
診
療
拠
点
機
関
」
に
限
定
→
「
て
ん
か
ん
専
門
医
」
へ
拡
大

②
診
断
確
定
後
の
適
応
を
「
知
的
障
害
を
有
す
る
て
ん
か
ん
」
に
限
定
→
「
て
ん
か
ん
」
へ
拡
大
（
知
的
障
害
の
有
無
は
不
問
）

【【
技技
術術
のの
概概
要要
】】

入
院
中
の
前
期
回
復
期
に
経
験
し
た
心
大
血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
心
リ
ハ
）
を
外
来
で
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
患
者
を
対
象
に
、

情
報
通
信
機
器
を
用
い
患
者
と
直
接
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、外
来
心
リ
ハ
と
同
様
の
運
動
指
導
、危
険
因
子
管
理
、

患
者
教
育
を
包
括
的
に
指
導
す
る
。（
心
リ
ハ
施
設
基
準
1
の
認
定
施
設
）
→
再
入
院
率
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
る

【【
診診
療療
報報
酬酬
上上
のの
取取
りり
扱扱
いい
】】

H
0
0
0
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
適
応
拡
大

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
再
診
料
７
３
点
、心
リ
ハ
は
1
日
3
単
位
（
6
1
5
点
）
、週
に
3
回
ま
で

機
器
管
理
加
算
月
8
0
0
点
を
上
限

提
案

番
号

：2
4

3
2

0
1
／

日
本

循
環

器
学

会
／

遠
隔

心
大

血
管

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
管

理
指

導
料

適
応
対
象
の

適
切
な
拡
大

医
療
供
給
・

需
要
の
実
態

に
即
し
た
対
象

の
拡
大

提
案

番
号

：7
0

7
1
0

2
／

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
／

時
間

外
緊

急
遠

隔
診

療
料

【【
技技
術術
のの
概概
要要
】】

時
間
外
の
脳
卒
中
救
急
診
療
に
お
い
て
、院
内
の
初
期
対
応
医
と
院
外
の
脳
卒
中
の
専
門
医
が
、モ
バ
イ
ル
IC
T
を
利
用
し
て
診
療
情
報

を
共
有
し
、緊
急
で
の
処
置
・手
術
等
の
要
否
を
判
断
し
、治
療
方
針
を
決
定
す
る
。

→
時
間
外
緊
急
時
に
院
外
専
門
科
医
師
か
ら
の
指
導
、医
療
の
質
向
上
と
当
直
体
制
緩
和
、医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
寄
与

【【
診診
療療
報報
酬酬
上上
のの
取取
りり
扱扱
いい
】】

B
医
学
管
理
等
2
0
0
点

1
2

（15）



【【
有有

効効
性性

及及
びび

診診
療療

報報
酬酬

上上
のの

取取
扱扱

いい
】】

有
効

性
学

会
の

デ
ー

タ
を

用
い

、ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
第

三
者

性
能

評
価

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
も

議
論

中
ま

た
、一

般
医

療
機

関
で

の
実

施
等

に
む

け
た

議
論

も
行

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

に
向

け
た

指
針

の
改

訂
を

令
和

6
年

度
内

に
実

施
予

定
。

診
療

報
酬

上
の

取
り

扱
い

画
像

診
断

管
理

加
算

２
の

施
設

基
準

に
関

係
学

会
の

指
針

に
準

拠
す

る
旨

記
載

の
上

、4 4
00

点点
増増

点点
すす

るる
。。

１
０
．
A

I（
人

工
知

能
）
診

療
・
診

断
の

推
進

提
案

番
号

：7
2

4
1
0

2
／

日
本

放
射

線
腫

瘍
学

会
／

A
Iを

利
用

し
た

放
射

線
治

療
の

管
理

加
算

【【
技技

術術
のの

概概
要要

】】
放

射
線

治
療

計
画

に
A

I技
術

を
使

用
し

た
際

、適
切

に
A

Iを
管

理
し

て
い

る
場

合
の

加
算

と
し

て
、「

人
工

治
療

技
術

を
用

い
た

放
射

線
治

療
計

画
立

案
の

管
理

に
対

す
る

加
算

」
を

提
案

す
る

。

【【
既既

存存
のの

治治
療療

法法
とと

のの
比比

較較
】】


IM

R
T

な
ど

の
高

精
度

治
療

は
通

常
照

射
と

比
較

し
、準

備
に

時
間

を
要

す
る

た
め

、治
療

開
始

が
1

〜
2

週
間

後
と

な
る

→
A

Iの
適

切
な

利
用

に
よ

り
改

善
！


IM

R
T

の
治

療
計

画
は

計
画

者
の

熟
練

度
に

よ
っ

て
差

が
生

じ
る

→
A

Iの
適

切
な

利
用

に
よ

り
質

を
担

保
！

【【
有有

効効
性性

及及
びび

診診
療療

報報
酬酬

上上
のの

取取
扱扱

いい
】】

有
効

性


①
治

療
計

画
の

質
の

改
善

に
よ

る
局

所
制

御
率

の
向

上
、副

作
用

の
低

減
、②

患
者

の
治

療
開

始
ま

で
の

待
ち

時
間

の
短

縮
、③

治
療

成
績

向
上

に
よ

る
医

療
費

の
抑

制
（

 2
7

.8
億

円
の

減
額

）
が

可
能

と
な

る
。


ま

た
、医

師
等

の
働

き
方

改
革

の
み

な
ら

ず
、放

射
線

治
療

の
質

の
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

、ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

対
策

に
も

寄
与

す
る

。
診

療
報

酬
上

の
取

り
扱

い
•

放
射

線
治

療
管

理
料

の
注

釈
の

新
規

追
加

と
し

て
、

放 放
射射

線線
治治

療療
人人

工工
知知

能能
管管

理理
加加

算算
（（

66
00

00
点点

))  
の

新
設

を
提

案
す

る
。

【【
対対

象象
疾疾

患患
】】

強
度

変
調

放
射

線
治

療
(I

M
R

T
)に

よ
る

体
外

照
射

を
実

施
す

る
患

者

治治療療計計画画のの質質
（（高高いいほほどど良良質質））

計計
画画

者者
NN

oo
..

手手
動動

計計
画画

AA
II計計

画画

治
療
計
画
立
案
業
務
の
経
験
年

数
が
少
な
い
場
合
で
も
、
A
Iを

用
い
る
こ
と
で
治
療
計
画
の

質
の
均
て
ん
化
が
見
込
め
る

提
案

番
号

：2
0

4
1
0

1
／

日
本

医
学

放
射

線
学

会
／

人
工

知
能

使
用

指
針

を
準

拠
し
た

施
設

を
評

価
（対

象
医

療
機

関
の

拡
大

）

【【
技技

術術
のの

概概
要要

】】
日

本
医

学
放

射
線

学
会

で
は

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
準

拠
し

て
い

る
医

療
機

関
を

認
証

し
、

使
用

さ
れ

る
画

像
診

断
系

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

を
登

録
す

る
仕

組
み

も
開

始
し

た
。特

定
機

能
病

院
だ

け
で

は
な

く
一 一

般般
医医

療療
機機

関関
でで

もも
適適

切切
なな

管管
理理

をを
実実

施施
すす

るる
必必

要要
が

あ
る

が
、今

回
改

定
で

は
、対

象
施

設
を

拡
大

し
、画画

像像
診診

断断
管管

理理
加加

算算
２２

なな
どど

のの
施施

設設
基基

準準
にに

対対
しし

てて
もも

、、ガガ
イイ

ドド
ララ

イイ
ンン

要要
件件

をを
盛盛

りり
込込

むむ
。

【【
既既

存存
のの

治治
療療

法法
とと

のの
比比

較較
】】

薬
機

法
上

承
認

を
得

た
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

臨
床

使
用

に
特

段
の

問
題

は
な

い
と

さ
れ

て
い

る
が

、製
品

に
よ

っ
て

情
報

の
企

画
が

異
な

り
、医

師
は

こ
れ

ら
の

情
報

を
基

に
最

終
診

断
す

る
た

め
、診

断
の

質
を

担
保

す
る

に
は

、使
用

者
の

教
育

や
啓

発
等

を
含

め
適

切
な

管
理

が
必

要
で

あ
る

。

【【
対対

象象
疾疾

患患
】】

画
像

診
断

専
門

医
が

、単
純

撮
影

や
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

を
実

施
し

た
患

者
に

お
い

て
、併

せ
て

人
工

知
能

技
術

を
用

い
た

画
像

診
断

補
助

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

を
使

用
し

た
画

像
診

断
の

質
を

担
保

す
る

取
り

組
み

（
安

全
管

理
・精

度
管

理
等

）
行

っ
て

い
る

場
合

に
算

定
。

1
3
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１
１
．
国

民
に
役

立
つ

医
療

技
術

の
導

入
・強

化
（内

保
連

令
和

六
年

度
診

療
報

酬
改

定
提

案
）

医
学

の
進

歩
・
有

用
性

（
国

民
医

療
へ
の
貢
献

）
か
ら
の
提
案

参参
考考
：：令令
和和
四四
年年
度度
改改
定定

技技
術術
提提
案案
（（
合合
計計
））
44
11
66
件件

・・
未未
収収
載載
技技
術術

11
44
77
件件
［［
**共共
同同
提提
案案
11
11
33
件件
（（
77
77
％％
））
］］

・・
既既
収収
載載
技技
術術

22
66
99
件件
［［
**共共
同同
提提
案案
11
77
88
件件
（（
66
66
％％
））
］］

基基
本本
診診
療療
料料

44
33
件件
［［
**共共
同同
提提
案案

33
00
件件
（（
77
77
％％
））
］］

医医
薬薬
品品

22
66
件件

**共共
同同
提提
案案
：：他他
学学
会会
とと
のの
共共
同同
提提
案案
でで
提提
出出
ささ
れれ
たた
提提
案案
件件
数数

技技
術術
提提
案案
（（
合合
計計
））
44
44
11
件件

・・
未未
収収
載載
技技
術術

11
77
11
件件

［［
**共共
同同
提提
案案

11
22
99
件件
（（
77
55
％％
））
］］

・・
既既
収収
載載
技技
術術

22
77
00
件件

［［
**共共
同同
提提
案案

22
00
77
件件
（（
77
77
％％
））
］］

基基
本本
診診
療療
料料

55
44
件件

［［
**共共
同同
提提
案案

33
55
件件
（（
66
55
％％
））
］］

医医
薬薬
品品

11
88
件件

1
4
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